越境地域政策研究フォーラム 第4 分科会 講演「医療・福祉のまちづくり提案」 by 大島 伸一
越境地域政策研究フォーラム 




日 時：2017 年 1 月 28 日（土）13：30～16：30 






































































































スライド 1. 世界一の高齢化 
 






でたく 80 歳を超えました。平均すると 83歳ぐらいで
す。これも香港に次いで 2位です。 
 問題は、高齢化のスピードです。65 歳以上の人口が























スライド 2. 日本の人口動態 
 
愛知大学三遠南信地域連携研究センター紀要 201680
全体として見ますと、一番下の 0歳から 19 歳のとこ
ろがどんどん減っています。これは出生率が非常に低
下していることを表しているわけです。それを合わせ
て見ますと、65 歳以上の人口は、2060 年あたりで 30％
を軽く超えて 35％を超えてくるという状況になるこ
とが推論できます。 








見ておわかりのように、この約 100 年の間に 50 年で
8,000 万人から 1 億 2,800 万人まで増えて、また次の


































































































スライド 5. 高齢者 
 
 






















スライド 7. これからの医療・介護 
 
 
スライド 8. 地域包括ケアシステム① 
 
 










































































で、40歳代には 100 点満点をつけた肝臓が、80 歳にな
れば見かけ上は問題なくても、実際の機能からすると 
 
スライド 12. 医療・介護の変化 
 
 










































































スライド 15. 愛知の将来① 
 
 




































スライド 17. 何をめざすか 
 
スライド 18. 前提と目標① 
 
 









代～50 代」と書いてある人たちは、10年経つと 50 歳
代、60 歳代です。ですから、時間はもう動いていると
いうことです。年齢がストップすることはあり得ませ







スライド 20. 愛知県地域再生・まちづくり研究会 
 
 





















スライド 22. 超高齢社会 
 
況にするかどうかは、何なのかということを考えます
と、当然、日本人自らであり、あるいは地域それぞれ
です。10年か、20 年、あるいは 30年経つと、地域に
よってものすごく大きな差が出てくるだろうと思って
います。以上です。ありがとうございました。 
 
 
 
（以上） 
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